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2023年10月期 第2四半期

決算説明レポート

◼ 2023年10月期 第２四半期 業績サマリー

•売上高15.5億円。営業利益2.2億円。広告需要の回復に伴い、通期業績予想に対する進

捗率は売上高48.7%、営業利益53.7%となった。

•当期から開始したオーダーグッズ制作や量産印刷の受注も増加し、一定の成果を獲得した。

◼ 2023年10月期 業績予想と今後の取り組み

•事業の成長を加速させるため、引き続き、シェア拡大、機能拡大、領域拡大の３つの成長戦

略を着実に推進し、売上高32.0億円、営業利益4.0億円を予想。

•期末配当金は38円を予想。

•セールスプロモーション事業、ウェブプロモーション事業を軸として販売促進・マーケティングをトータ

ルサポートするワンストップ企業を目指す。

◼ 事業環境が良好に推移し、第2四半期売上高累計は過去最高を記録

•人流の増加、消費活動の拡大によりイベントや展示会の開催が増加し、第2四半期の売上高

累計は過去最高を記録した。

•主力で利益率の高いインクジェットプリントサービスが好調に推移し、営業利益も大幅な増益と

なった。
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株式会社ビーアンドピー代表取締役の和田
山でございます。

本日は、当社2023年10月期第2四半期決算
説明をご視聴いただき、誠にありがとうござ
います。それでは、当社2023年10月期第2四
半期決算説明を始めさせていただきます。

本日はご覧の5つのトピックスに合わせま
してご説明させていただきます。
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はじめに 2023年10月期第2四半期の業績
サマリーをご説明申し上げます。
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2023年10月期第2四半期の実績は売上高15

億5,800万円、前期比11.2％増収、営業利益2

億2,000万円、前期比30.8％増益となり、第2
四半期売上高累計は、過去最高を記録し、営
業利益も大幅な増益となりました。

当上半期のポイントといたしまして、新型
コロナウイルス感染症に関する規制が緩和さ
れ、人流の増加、及び、消費活動の拡大に伴
い、イベントや展示会の開催が増加し、第1
四半期より更に事業環境は良好となっており
ます。これにより当期の成長戦略である
「シェア拡大・領域拡大・機能拡大」の各種
取り組みにつきましても着実に進展しており
ます。
セールスプロモーション事業は、当社の強

みである営業活動の強化による顧客基盤の拡
大に加えて、３月の年度末に向けて国内企業
の販売促進活動が活発化したことや、消費活
動の拡大や人流の増加に伴い、商業施設やイ
ベント関連の広告の需要が増加したことによ
り、当社の主力であるインクジェットプリン
トサービスの売上は好調に推移いたしました。
また、既存顧客からの受注に加えて、新規

の取り組みであるオーダーグッズ制作や量産
印刷の受注も増加しており、広範囲での受注
を獲得しております。
ウェブプロモーション事業は、対面営業に

よる販路と自社通販サイト双方からの獲得経
路が確立し、受注が増加傾向となっておりま
す。
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次にＰ/Ｌのサマリーです。
先ほどご報告いたしましたように、当第2

四半期の売上高は15億5,800万円、営業利益
は2億2,000万円、経常利益以下はご覧の通
りとなりました。
当社の主力で利益率の高いインクジェット

プリントサービスが好調に推移したことによ
り、営業利益率は14.1％まで上昇いたしまし
た。

続きまして、各四半期の売上の推移でござ
います。
当第2四半期におきましては、コロナ禍か

らの回復に加えて、営業活動の積極展開によ
り、案件受注は増加傾向となっております。
この結果、第2四半期、上半期累計ともに過
去最高の売上高となりました。
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次に通期業績予想における第2四半期時点
の進捗率でございます。
広告需要の回復に伴い、通期業績予想に対

して想定を上回るペースで進捗しており、売
上高につきましては48.7％、営業利益は53.
７％、そのほか各段階利益につきましても、
現時点で50％を達成しております。

次に5年間の業績推移でございます。
前期末以降は需要の回復傾向が続いており、

当第2四半期終了時点の利益率はコロナ禍以
前と同水準まで回復しております。
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次に貸借対照表の各数値でございます。
前年期末に比べて、特段大きな変動はなく、

引き続き強固な財務基盤を維持しており、自
己資本比率は83.2％となっております。
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次に今期の取り組みと進捗状況についてご
説明いたします。

Ⅱ 今期の取り組みと進捗状況

2023年10月期の業績予想は、売上高32億
円、前期比9.8％の増収、営業利益4億900万
円、前期比8.8％の増益、その他各段階利益
につきましてもご覧の通り増益を計画してお
ります。
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次に今期の各事業の取り組みと進捗状況に
ついてご説明いたします。
セールスプロモーション事業については、

アフターコロナにおける広告需要、及び、イ
ンバウンド需要獲得のため、大阪・東京・横
浜において営業体制を強化し、受注拡大に向
けて顧客満足度の向上に注力しております。
今期に入り、広告需要の回復に伴い、受注量
は増加しており、2025年の大阪・関西万博
関連の受注も徐々に増えております。
新規拠点エリアについて、昨年11月に開設

した京都営業所は、新規エリアの顧客開拓を
積極的に推進しており、名古屋・福岡エリア
においても積極的な営業活動により、利益に
貢献できる体制が構築できております。
デジタルサイネージは、第2四半期におい

て大型案件の受注を獲得し、さらなる事業拡
大に向けて映像を配信できるCMSの受注拡
大に注力しております。
ウェブプロモーション事業については、デ

ジタルプロモーション事業で培ったネット
ショップの運営サポートの経験を活かし、自
社ECサイトの運用にも注力しております。
昨年オープンのサインディスプレイ専門サイ
ト『インクイット』に加え、本年2月にオリ
ジナルグッズが作れるサービスサイト『オー
ダーグッズラボ』を開設いたしました。
WEBマーケティングやSNSの活用、PR活動
の強化等により徐々に認知が拡大し、受注は
増加傾向となっております。
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次に改めて当社の事業体制についてご説明
いたします。
当社では、今期より事業の再編を行い、取

引先に複数商材、ソリューションをワンス
トップで提案できるように従来の「インク
ジェットプリント事業、デジタルサイネージ
事業、デジタルプロモーション事業」の３区
分を、「セールスプロモーション事業、ウェ
ブプロモーション事業」の２区分に再編し、
顧客特性に合わせた事業区分として、当社
サービスの拡大に努めております。
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セールスプロモーション事業では商品別か
ら顧客ニーズ対応型の体制へ変更いたしまし
た。
インクジェットプリントの販促広告商品や

デジタルサイネージを取り扱うセールスプロ
モーション部門、少品種 多量生産型の案件
を取り扱う中量・大量産印刷部門、そして、
新規事業のオーダーグッズ制作部門の３つの
販売体系として、既存顧客の受注拡大と新規
顧客の開拓を行い、顧客の販促・マーケティ
ング活動をサポートし、セールスプロモー
ションのワンストップサービスを実現してま
いります。
ウェブプロモーション事業では、自社EC

サイトの運営とデジタルプロモーション事業
の２つのデジタル領域を統合し、これまでデ
ジタルプロモーション事業で培ったネット
ショップの運営サポートの経験を自社ECサ
イトの運営に活かして、事業拡大のスピード
UPを図ります。
自社ECサイトにつきましては、2022年8月
に開設したサインディスプレイ専門サイト
「インクイット」に加え、オーダーグッズ制
作専門サイト「オーダーグッズラボ」を
2023年2月に開設し、これまで以上にWEB
集客を加速させてまいります。
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これまでご説明してきた事業の成長を加速
させるための戦略として「シェア拡大」「機
能拡大」「領域拡大」の３つを2023年10月
期の重点項目として掲げ、推進しております。
次のページから３つの重点項目につきまし

て、具体的に説明して参ります。
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ひとつめの戦略は「シェア拡大」でござい
ます。「シェア拡大」は営業エリア拡大、顧
客拡大の取り組みです。
当社は昨年11月に京都営業所を開設いた

しました。これは2019年４月開設の福岡営
業所、2019年10月開設の名古屋営業所の両
営業所が順調に売上を伸ばしている中、更な
る販売エリアの拡大を目的としたものです。
京都は、アフターコロナにおけるインバウ

ンド需要の増加が期待でき、また、関西エリ
アは2025年の大阪・関西万博開催に向けて
広告需要の増加が見込まれます。
京都営業所の開設により、営業コンセプトで
ある「地域密着営業でスピーディーな対応」
で、きめ細やかなサポート体制を構築し、確
実で迅速な対応・サービスを提供することで、
京都、並びに、関西エリアの営業の強化を図
ります。
また、当社の既存エリアにおいては、営業

体制の強化を推進してまいります。名古屋・
福岡の両拠点では、営業人員を増強して体制
の強化を行います。
主要な事業拠点である大阪、東京、横浜の

各エリアでは、営業部門において情報や知識
の共有・連携を強化することにより人材育成
効果の最大化を図ると同時に、顧客満足度の
向上に努めてまいります。
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次に「機能拡大」についてご説明いたしま
す。「機能拡大」は、当社が現在提供してい
るサービスを拡充する取り組みです。
インクジェットプリントサービスについて

は、当社が主として扱っている多品種 少量
生産型のインクジェットプリントサービスに
加えて、オフセット印刷やシルクスクリーン
印刷、オンデマンド印刷等の 少品種 多量生
産型 の案件に対応する社内制作体制や外注
先との協業体制を構築することにより、幅広
く受注を確保してまいります。
デジタルサイネージについては、これまで

培ったノウハウをもとに、ラインナップの強
化、サービスバリューの向上などを通じて、
ハード機器の拡販に加えて、コンテンツを一
元管理する仕組みによる映像配信システムの
導入提案、売上拡大を目指します。



2023年10月期 第2四半期 決算説明レポート

15

最後に「領域拡大」です。「領域拡大」は
当社のノウハウを新規領域に展開する取り組
みです。国内一般印刷市場に加え、当社が活
躍できる領域をさらに拡大させることを目的
に、自社の経営資源を活かせる新事業として
オーダーグッズ制作に参入いたしました。
オーダーグッズは、イベントのノベルティ

グッズや自社製品の販促グッズ、物販用のオ
リジナルグッズとして活用されていましたが、
近年「自分だけの」「他にはない」という消
費者のオリジナル志向が強まり、小ロットで
オリジナリティのあるグッズの需要はさらに
高まっています。
このような需要に対して当社が保有する印

刷ノウハウや保有設備を活用し、インク
ジェットプリントサービスにおいて、これま
でに培ってきた多品種小ロットの生産能力の
強みを活かして事業を展開してまいります。
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また、こうしたTシャツや雑貨等の販売促
進用グッズの製造受託に加え、近年着実な成
長を示しているキャラクタービジネス市場に
おいて、キャラクターグッズを扱う法人やコ
ンテンツホルダーとも連携し、オーダーグッ
ズ制作事業を成長させてまいります。
2023年2月にはオーダーグッズ専門の通

販サイト「オーダーグッズラボ」を開設し、
当社の得意とする対面営業とウェブからの受
注の両面から事業の拡大を図ってまいります。

次に今期のトピックスについてご説明いた
します。
当社はセールスプロモーション事業の生産

能力強化に向けた生産のオートメーション化
と、さらなる成長加速のため、投資規模
5,000万円の大型の設備投資を行い、横浜
ファクトリーと大阪本店に、新たにコン
ピューター制御のカットマシーンを各1台増
設し、本年5月より稼働をスタートさせまし
た。
当社は繁忙期における生産能力を増強、及

び、品質向上に向けて、生産のオートメー
ション化を進めております。今回の設備導入
により、属人的作業の廃止による品質の向上
やミスの低減、また、作業時間の短縮により
生産効率を向上させ、納期短縮を図ります。
さらに、販売面では景気が回復する中、大

型商業施設や小売店における店舗内販促ツー
ルの需要は今後増加が見込まれるため、こう
した販促物中量産案件の受注拡大を実現しま
す。
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次にオーダーグッズ制作の事例についてご
紹介いたします。
オリジナルのイラストやデザインで制作す

るオーダーグッズは、少ロットから大量産ま
で、顧客の希望に合わせて幅広く対応可能で
す。イベントや展示会の増加も相まって、多
くの引き合いをいただいております。

こちらは本年3月にJAたまなの『熊本よか
もんプレゼントキャンペーン』のシステム構
築の受注事例でございます。
ウェブプロモーション事業では、このような
デジタルキャンペーンからネットショップ運
営代行まで様々なデジタルプロモーションの
サポートを展開しています。

今後も積極的な営業展開により、受注獲得
を目指してまいります。
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次に今後の成長ビジョンについてご説明い
たします。
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当社はインクジェットプリントサービスを
主軸事業として、2021年10月期にインク
ジェットプリント事業のノウハウを活かすこ
とのできる新たな分野としてデジタルサイ
ネージ事業とデジタルプロモーション事業を
開始し、セールスプロモーションに関する実
績やノウハウの蓄積により、順調に業績を拡
大してまいりました。

2023年10月期より事業区分をセールスプ
ロモーション事業、ウェブプロモーション事
業に再編し、『販売促進・マーケティングを
トータルサポートするワンストップ企業』を
目指して、2つの事業を軸として「リアル領
域」と「デジタル領域」を融合させたビジネ
スモデルにチャレンジしてサービスを拡充し、
さらなる成長に向けて事業を推進しておりま
す。
また、今後の当社のさらなる成長、及び、

企業価値の向上を実現させるにはM&A戦略
が非常に重要と考えており、プロジェクト
チームを編成してM&Aに関する各種調査を
積極的に行い、実現に向けて具体的に計画を
進めております。
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当社のM&Aに関する基本戦略といたしま
しては２つの事業の拡大を軸に、「顧客基盤
の拡大」「生産能力の拡大」「エリア販路の
拡大」「新たな事業への進出」この4点を基
本戦略としながら、成長を加速できる企業と
のM&Aを具体的に検討してまいります。
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次に株主還元方針でございます。
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株主還元方針といたしましては、経営基盤
の強化を最優先とし、将来の事業展開と内部
留保とのバランスを考慮の上、利益配分を実
施してまいります。

2023年10月期におきましては、配当方針
は期末配当の年１回を基本方針と定めており、
現時点で当該基準日における配当予想額は
38円でございます。



2023年10月期 第2四半期 決算説明レポート

Ⅴ 参考資料

23

最後に参考資料です。

こちらは、当社の事業概要を示しておりま
す。
企業理念は「より良い働きを通じて全従業員
の物心両面の幸せを創造し社会へ貢献する」
でございます。
当社は、より良い働きを通じてお客さまへ

最高のサービスを創り出し、すべての従業員、
及び、その家族の「経済的安定」「精神的な
豊かさ」、そして「働きがい」を追求し、幸
せにします。また、会社が成長していくこと
で、ステークホルダーとしての株主価値も最
大化されていくと考えております。人と企業
の成長を支え、世の中の人々が豊かに生活で
きる社会づくりに最大限貢献してまいります。
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次に当社の拠点についてご説明いたします。
主要拠点といたしましては大阪本店、東京本
社、さらに国内最大規模のインクジェット生
産体制を有する横浜ファクトリーでございま
す。大阪、東京にはデジタルサイネージ
ショールームを併設しており、最新のデジタ
ルサイネージ機器やシステムを体感していた
だけます。また、名古屋営業所、福岡営業
所は、一層の顧客開拓を進めており、昨年11
月に開設しました京都営業所とともに、将来
的には主要拠点と同等の規模まで成長させる
考えでございます。

次に当社の事業KPIについてご説明いたし
ます。
当社のKPIは「顧客数×リピート頻度×単

価」でございます。より多くのお取引先様に
繰り返し利用していただき、常に付加価値の
高い商品・サービスを提供し続けることが会
社を成長させる重要なポイントであると考え
ております。
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こちらの写真は国内最大規模のインク
ジェット生産拠点である横浜ファクトリーで
ございます。他の拠点も同様に都心の拠点に
多数のインクジェットプリンターを設置し、
短納期のサービスを展開しております。

次に私どもが保有する生産設備のうち、主
要なものを記載させていただいております。
設備の台数、種類は業界の中ではトップクラ
スでございます。
ご覧のようなインクジェットプリンターや

加工設備を100台近く保有しており、24時間
生産体制にてお客さまへ高品質な商品を短納
期でお届けするサービスを展開しております。
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デジタルサイネージ事業は、デジタルトラ
ンスフォーメーションによりリアルとデジタ
ルの融合を目指し、利便性を追求したデジタ
ルサイネージソリューションで新たな顧客体
験・提供を行います。
これまで培ってきたインクジェットプリン

トサービスの技術やノウハウを活かし、販売
促進広告分野とインテリア分野に向けて商品
を展開しております。

ウェブプロモーション事業では、「リアル
とデジタルの販売促進をトータルでサポート
する」をコンセプトに、WEBプロモーショ
ンの提案と企業が運営するEC事業の総合支
援を行います。
企業が抱えているデジタル販促領域の課題

を解決し、リアルとデジタルの両面からお客
様をトータルサポートいたします。
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2022年8月にはWEB集客の強化を目的と
して、サインディスプレイ専門サイト「イン
クイット」を開設しました。当社の24時間
生産体制の強みを活かした短納期対応で、最
新インクジェットプリンターで制作するハイ
クオリティな広告印刷物の販売サービスを展
開しております。

本年2月には、オンリーワンのオリジナル
グッズが作れるサイト「オーダーグッズラ
ボ」をオープンし、受注を伸ばしております。
近年「自分だけの」「他にはない」という

消費者のオリジナル志向が強まり、オリジナ
ルグッズの需要がますます増えると予想され
ています。オーダーグッズ制作はインク
ジェットプリントサービスで培った『多品種
小ロット生産の設備力』と『24時間生産体
制』の強みを活かして、高品質かつスピー
ディーにオリジナルグッズを制作するサービ
スです。エンドユーザー向けの記念グッズや
Tシャツなど、バラエティに富んだ商品を展
開していき、当社の事業領域のさらなる拡大
発展を目指します。
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最後は免責事項といたしまして、将来の見
通しに関する注意事項を記載させていただい
ております。

2023年10月期第2四半期の決算説明は以上
でございます。最後までご視聴いただき、誠
にありがとうございました。
この動画に関するご質問がございましたら、

こちらに表示されておりますメールアドレス
までご質問をお送りください。

今後とも当社へご支援を賜りますよう、よ
ろしくお願い申し上げます。
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